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４月の行事

7(火) 制服受け渡し／寄宿舎開舎

8(水) 始業式・新任式

9(木) 入学式・入舎式

10(金) オリエンテーション(1 年)、

課題考査(2･3 年）、転退任式

13(月) オリエンテーション(1 年)、対面式

課題考査(全学年）

14(火) 課題考査(1 年)

15(水)～ 16(木) 検尿

17(金) 心電図・胸部Ｘ線撮影・血圧(1 年)

19(日) 掃除に学ぶ会

22(水) 内科検診(1 年)

25(土) 春のふれあい市／創立 117 周年記念日

第１回ＰＴＡ役員会・評議員会

26(日) 同窓会総会

28(火) 4/25 の代休

29(水) 昭和の日

◆ 平成 26 年度中国四国地域環境保全型農業推進コンクール
優秀賞［中国四国農政局長賞］受賞 ◆

３月２日(月)、岡山市で開催された標記の大会（兼環境保全型農業推進フォー
ラム）において、本校農業科学科環境農業専攻生の取組が優秀賞（中国四国農政
局長賞）を受賞しました。このコンクールは、生態系の環境保全・調和に配慮し、
農業生産活動に伴う環境への負荷の低減を図ることを目的に、環境保全型農業及
び有機農業の確立を目指して意欲的に経営や技術の改善に取り組み、地域の農村
環境保全に貢献している優良な事例を表彰してその
取組拡大を図るものです。
当日は、参加した 100 名を超える関係者を前に、

本校生徒が「アイガモ・どじょ
う農法」の報告や平成 17 年から
取り組む「おかやま有機無農薬
農産物」認定圃場での生産活動
について堂々と発表を行い、好
評を得ていました。

◆ 第 116 回 岡山県立高松農業高等学校 卒業証書授与式 挙行 ◆

３月１日(日)、平成 26 年度卒業証書授与式が挙行され、本校で逞しく成長し
た 186 名の卒業生が巣立っていきました。今回は、御来賓として県教育委員会か
ら竹井千庫教育長をはじめ多数の方々に参列いただき、厳粛かつ盛大な式典とす
ることができました。卒業証書を手に退場していく卒業生からは、涙とともに保
護者の方々や友への、そして恩師への感謝の言葉が聞かれ、とても感動的な一日
となりました。本校卒業式は今回で 116 回を数え、卒業生の総数は 18,946 名と
なりました。
また、午後からは第２の卒

業式でもある本校「清親寮」
の退舎式が執り行われ、３年
間の寮生活を終えた９名の卒
業生は、本当に逞しくその成
長ぶりを見せてくれました。
”卒業生の皆に幸あれ！”
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れ
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。
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本誌創刊第 100 号達成！

平成 16 年 9 月に創刊したこの「備中高松
城下町かわら版」（写真は
創刊号）も記念すべき第 100
号の節目を迎えました。本
誌は、当時の本校学校評議
員会で提案をいただき、現
在の本校第 28 代石田正人
校長が教頭時代に企画し創
刊されたものです。


